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木
質
バ
イ
オ
マ
ス
・
地
域
現
実
サ

イ
ズ
で
の
熱
利
用
・
熱
電
併
給

サ
ス
テ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

山
口

勝
洋
氏

《
１
＋
１
＋
１
＝
７
に
な
る
》

地
域
で
や
る
と
い
う
こ
と
は
、
１
+
１
+
１

＝
７
に
な
る
。
個
人
の
方
、
個
々
の
事
業
者
が

各
々
で
行
う
よ
り
、
必
ず
仕
組
み
と
し
て「
地
域

の
み
ん
な
で
や
る
」
と
効
果
が
増
え
る
。
例
え

ば
、
岩
手
県
で
切
り
捨
て
間
伐
材
を
収
集
す
る

仕
組
み
を
町
と
し
て
作
っ
た
と
こ
ろ
、
住
民
が

休
日
等
手
が
空
く
時
間
に
収
集
を
行
い
、
そ
の

材
を
持
ち
込
む
こ
と
で
得
た
地
域
通
貨
を
晩
酌

代
に
あ
て
る
と
い
っ
た
動
き
が
出
来
て
く
る
。

市
民
共
同
出
資
や
、
地
元
企
業
だ
け
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
し
た
り
と
、
地
域
で
力
を
あ
わ
せ

る
と
か
な
り
な
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
。

《
紫
波
・
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
》

木
質
系
で
実
務
的
に
関

わ
っ
て
い
る
１
つ
に
紫
波
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会

社
（
従
業
員
７
名
）
が
あ
り
、

岩
手
県
盛
岡
市
の
南
に
あ
る

人
口
約
３
万
の
紫
波
町
に
事

務
所
を
構
え
て
い
る
。

紫
波
中
央
駅
前
の
再
開
発

地
区
に
役
場
庁
舎
が
移
転
し
、

民
間
の
商
業
施
設
に
は
体
育

館
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
入

り
、
他
に
住
宅
街
区
が
あ
り
、

新
し
く
計
画
中
の
保
育
所
と
、

商
業
施
設
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
地
区
全
体
に
あ
ら
か
じ

め
配
管
を
引
い
て
面
的
に
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
行
い
、

化
石
燃
料
に
頼
ら
な
い
木
質

チ
ッ
プ
に
よ
る
給
湯
や
冷
暖

房
を
供
給
し
て
い
る
。
原
料

は
、
年
間
生
木
で
1
5
0
0
ト
ン
の
燃
料
を
使

用
し
て
い
る
。

《
チ
ッ
プ
価
格
と
役
場
の
積
極
的
利
用
》

原
料
と
な
る
チ
ッ
プ
価
格
に
つ
い
て
は
、
い

か
に
長
期
で
安
定
的
な
見
通
し
が
立
つ
か
が
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
で
、
採
算
が
良
い
悪
い
は
二
の

次
で
あ
る
。
採
算
ギ
リ
ギ
リ
で
あ
ろ
う
と
も
安

定
的
に
見
込
め
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の
た
め
に

も
、
需
要
者
（
熱
を
使
う
人
）
に
役
場
が
あ
る

こ
と
は
大
き
く
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

《
最
後
に
》

私
の
会
社
は
、
地
元
に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ（
主
導

権
）
を
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
基
本
の
考
え
方

と
し
、
実
務
の
と
こ
ろ
を
地
域
と
一
緒
に
行
い
、

金
融
機
関
か
ら
お
金
を
借
り
る
と
こ
ろ
（
連
帯

保
証
）
も
一
緒
に
行
っ
て
き
て
い
る
。
津
別
町

も
、
非
常
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
恵
ま
れ
た
地
域

で
あ
る
。
洋
々
た
る
未
来
が
見
え
て
い
る
の
で

是
非
、
実
現
し
て
い
た
だ
き
、
機
会
が
あ
れ
ば

ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
交
換

進
行
役
を
壁
谷
武
久
氏
（
一
般
社
団
法
人
産

業
環
境
管
理
協
会

支
援
ユ
ニ
ッ
ト
長
）
に
お

願
い
し
、
情
報
提
供
い
た
だ
い
た
２
名
の
外
部

有
識
者
と
竹
俣
副
町
長
の
３
名
が
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
な
り
、
参
会
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

【
意
見
１
】
大
友
先
生
の
「
検
討
す
べ
き
こ
と
」

の
一
つ
に
「
合
意
は
得
ら
れ
る
か
」
と
あ
る
が
、

山
口
先
生
が
言
わ
れ
た
、「
採
算
が
取
れ
る
か
と

い
う
こ
と
よ
り
も
長
期
安
定
的
な
供
給
需
要
が

見
込
め
る
か
が
重
要
だ
。」
に
つ
い
て
大
友
先
生

は
ど
う
思
う
か
。

（
大
友
氏
）
収
支
計
画
の
合
意
が
得
ら
れ
る
か
が

最
終
実
行
に
か
か
っ
て
く
る
。
民
間
事
業
者
が

「
エ
コ
タ
ウ
ン
つ
べ
つ
」
を
目
指
す
意
見
交
換
会

平
成

年
２
月
号
に
て
掲
載
し
ま
し
た
「
エ
コ
タ
ウ
ン
つ
べ
つ
を
目
指
す

２８

意
見
交
換
会
」（
平
成

年

月

日

津
別
町
林
業
研
修
会
館
集
会
室

開

２７

１２

１４

催
）
に
つ
い
て
、
今
月
号
で
は
、
２
名
の
外
部
有
識
者
の
う
ち
未
報
告
の
情

報
提
供
と
、
意
見
交
換
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

లˎ౮

山口 勝洋氏

利
益
の
話
し
を
す
る
と
、
合
意
は
得
ら
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
合
意
形

成
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

（
山
口
氏
）
民
間
の
形
と
は
い
え
半
分
公
的
な
事

業
主
体
と
な
れ
ば
、
経
済
性
の
考
え
が
変
わ
る
。

と
は
い
え
採
算
が
取
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
成
り

立
た
な
い
。
事
業
を
組
む
と
き
に
は
、
皆
が
損

を
し
な
い
一
線
を
守
る
こ
と
が
最
低
の
持
続
性

で
あ
る
。

【
意
見
２
】
大
友
先
生
は
「
基
本
的
な
需
要
と
資

源
を
確
定
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
言
わ
れ

て
い
た
が
、
本
町
の
場
合
、
資
源
は
確
定
し
て

い
る
が
、
需
要
の
部
分
で
は
、「
住
民
が
幸
せ
に

な
る
こ
と
」
が
行
政
が
進
め
る
と
き
の
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。
電
気
や
給
湯
が
安
く
利
用
で
き
る

等
の
住
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

（
山
口
氏
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
安
く
な
る
か
。
と
い

う
こ
と
で
考
え
る
と
今
と

年
後
で
考
え
る
と

２０

大
分
違
う
。
基
本
的
に
は
子
や
孫
の
時
代
に
何

を
残
す
か
が
大
切
で
あ
る
。
将
来
の
原
油
価
格

を
考
え
れ
ば
高
騰
し
な
い
で
継
続
で
き
る
こ
と

が
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
。
住
民
に
よ
る
原
料
（
林

地
残
材
）
調
達
に
伴
う
ち
ょ
っ
と
し
た
副
収
入

を
え
る
取
組
は
現
実
的
に
作
れ
る
話
し
で
あ
る
。

（
竹
俣
副
町
長
）
ゴ
ミ
の
担
当
時
代
に
、
ゴ
ミ
の

減
量
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
ゴ
ミ
分
別

方
法
の
住
民
説
明
に
苦
慮
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。
住
民
の
幸
福
、
今
の
時
代
も
あ
る
が
孫

の
時
代
に
何
を
残
す
か
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

（
大
友
氏
）
ゴ
ミ
の
分
別
は
大
変
だ
が
、「
資
源
で

あ
る
と
考
え
直
せ
ば
、
分
別
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

く
」
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
様
々
な
国
で
成
功
し
て

い
る
。
資
源
と
し
て
使
え
る
と
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
事
で
、
そ
こ
か
ら
富
が
生
ま
れ
る
。

住
民
に
と
っ
て
の
幸
せ
と
は
、
自
治
体
の
財
政

の
健
全
化
を
促
さ
な
い
と
、
最
終
的
に
住
民
の

メ
リ
ッ
ト
と
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考

え
た
と
き
に
、
自
治
体
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要

者
で
あ
る
と
同
時
に
供
給
者
で
あ
る
と
い
う
意

味
合
い
は
、
自
治
体
が
収
入
源
を
得
る
と
い
う

こ
と
が
住
民
に
対
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と

思
っ
て
い
る
。

【
意
見
３
】
原
材
料
に
つ
い
て
、
林
地
残
材
を
工

場
ま
で
運
ぶ
コ
ス
ト
と
原
材
料
の
確
保
が
課
題

で
あ
る
。
集
材
方
法
シ
ス
テ
ム
確
立
に
つ
い
て

山
口
先
生
に
伺
い
た
い
。

（
山
口
氏
）
紫
波
町
の
例
で
は
、
農
林
公
社
（
町
、

森
林
組
合
、
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
元
職
員
な
ど
）

を
設
立
し
、
将
来
安
定
的
に
供
給
で
き
る
か
議

論
の
上
、
水
分

％
で
ト
ン
8
0
0
0
円
な
ら

30

熱
利
用
で
ペ
イ
で
き
る
と
決
定
さ
れ
た
。

直
接
の
答
え
に
な
ら
な
い
が
、
事
業
採
算
が
全

体
で
成
り
立
つ
範
囲
で
収
め
て
い
る
。

【
意
見
４
】
町
民
の
幸
せ
に
つ
い
て
、
冬
に
シ
ル

バ
ー
カ
ー
を
押
し
て
お
年
寄
り
を
歩
か
し
て
あ

げ
た
い
。
熱
で
雪
を
溶
か
し
て
、
雪
が
な
く
な

れ
ば
い
い
な
ぁ
と
夢
み
て
い
る
。

【
意
見
５
】
総
論
で
行
け
ば
将
来
の
孫
た
ち
へ
の

教
育
的
な
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
化
石
燃
料
に
頼

ら
な
い
と
い
う
の
は
確
か
な
こ
と
と
は
思
う
が
、

現
在
の
化
石
燃
料
の
単
価
を
見
れ
ば
、
夢
物
語

の
実
現
の
た
め
の
許
容
範
囲
を
町
民
が
も
て
る

か
。
数
値
化
や
見
え
る
化
を
し
な
い
と
町
民
合

意
は
得
ら
れ
な
い
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

【
意
見
６
】「
エ
コ
タ
ウ
ン
つ
べ
つ
」
を
目
指
す

た
め
に
は
、
孫
、
子
ど
も
達
へ
と
い
う
意
見
も

出
た
が
、
今
の
大
人
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
意
識
）
は
高
ま
っ
て
い
な

い
。
継
続
す
る
た
め
に
は
、

こ
ど
も
達
へ
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
「
エ
ネ

育
」
を
行
い
、
当
た
り
前
の

状
況
に
し
て
い
く
こ
が
、

子
ど
も
達
が
資
源
と
な
り
、

循
環
し
、
新
し
い
も
の
が

生
ま
れ
る
と
思
う
。

農
業
用
ハ
ウ
ス
へ
の
再

エ
ネ
導
入
は
興
味
深
い
。

足
寄
町
等
他
町
の
成
功
例

を
学
び
農
業
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。
農
業
の
新
し

い
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
是
非
、
農
協
と
協
力

し
て
事
業
を
進
め
て
ほ
し

い
。

～
予
定
の
時
間
と
な
り
以

上
で
閉
会
～

左から 壁谷氏、副町長、大友氏、山口氏

問い合わせ先 産業振興課 再生可能エネルギー推進グループ 緯76－２１５１（内線３１８）

アンケート調査結果
当日、参加者へ実施したアンケート結果のうち

主なものをお伝えします。


